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Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
機
関
紙

「
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
」

は
、
２
０
０
７
年
９
月
28
日
に
創
刊

号
が
発
行
さ
れ
、
以
来
17
年
の
月
日

が
流
れ
て
、
こ
の
た
び
記
念
す
べ
き

２
０
０
号
の
発
行
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
の
間
、
機
関
紙
づ

く
り
に
ご
尽
力
さ
れ
た
諸
先
輩
や
、

投
稿
を
い
た
だ
い
た
全
国
の
先
輩
・

同
士
諸
兄
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上

げ
る
し
だ
い
で
す
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
結
成
は
２
０
０

１
年
９
月
で
す
。
当

初
は
レ
ポ
ー
ト
タ
イ

プ
の
「
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
ニ
ュ
ー
ス
」
を
発

行
し
て
い
ま
し
た
が
、

当
時
の
事
務
局
長
の

橋
村
良
夫
さ
ん
の
ご
努
力
で
今
日
の

新
聞
タ
イ
プ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま

し
た
。
創
刊
号
の
編
集
後
記
の
中
で

橋
村
さ
ん
が
「
現
役
の
好
意
で
『
編

集
長
』
な
る
ソ
フ
ト
を
購
入
し
、
津

田
や
ろ
う
議
員
に
も
毎
月
の
原
稿
依

頼
を
し
、
快
く
引
き
受
け
て
も
ら
い

ま
し
た
。
70
の
手
習
い
。
完
全
に
一

人
で
出
来
る
ま
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

皆
さ
ん
の
指
導
と
協
力
が
必
要
で
す

が
、
硬
く
な
っ
た
『
頭
』
と
『
手
先
』

を
よ
り
柔
ら
か
に
し
、
月
１
回
の
発

行
を
め
ざ
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
橋
村

さ
ん
の
意
気
込
み
と
、
現
役
や
津
田

議
員
の
ご
厚
意
と
ご
協
力
の
上
に
、

機
関
紙
発
行
が
ス
タ
ー
ト
出
来
た
の

で
す
。

私
は
第
98
号(

２
０
１
５
年
10
月
25

日
号)

か
ら
事
務
局
長
と
し
て
機
関
紙

の
発
行
に
関
わ
り
ま
し
た
。
機
関
紙

こ
そ
「
組
織
が
動
い
て
い
る
こ
と
の

証
」
だ
と
思
い
、
橋
村
さ
ん
が
決
意

さ
れ
た
「
毎
月
１
回
」
の
発
行
を
厳

守
す
べ
く
、
地
方
シ
ニ
ア
の
皆
様
に

投
稿
を
呼
び
か
け
、
ま
た
自
分
自
身

も
な
い
頭
を
絞
っ
て
毎
月
執
筆
し
て

き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
０

年
、
２
０
２
１
年
と
、
対
面
の
活
動

が
停
止
に
な
る
時
期
が
あ
り
、
休
刊

や
、
合
併
号
の
発
行
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
こ
と
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

毎
月
の
紙
面
を
見
て
、
各
地
方
の

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
交
流
を
深

め
て
い
る
様
子
に
心
が
な
ご
み
、
現

役
と
連
携
し
Ｊ
Ａ
Ｍ
活
動
の
一
旦
を

担
っ
て
い
る
姿
に
心
が
躍
り
ま
す
。

機
関
紙
は
本
部
地
方
間
、
ま
た
地
方

同
士
の
情
報
交
換
の
場
で
も
あ
り
ま

す
。
今
後
も
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
が
維
持
・
発
展
を
し
、
機
関
紙
も

３
０
０
号
、
４
０
０
号
と
発
行
し
続

け
て
い
く
た
め
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
現
役
の
皆
さ
ん
の
各
段
の
お

力
添
え
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

「
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー

ス
」
創
刊
２
０
０
号
に
寄
せ
て

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

事
務
局
長

大
野
弘
二

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
７

月
25
日
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
本
部
会
議
室

に
お
い
て
第
３
回
幹
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
田
中
副
会
長
の

挨
拶
に
続
き
、
大
山
会
長
が
次

の
６
点
に
わ
た
り
座
長
就
任
の

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

①
退
職
者
連
合
は
、
健
康
保

険
証
廃
止
反
対
の
取
組
み
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
と
し
て
は
12
月

２
日
の
廃
止
反
対
に
向
け
た
会

員
の
行
動
を
提
起
し
た
い
。

②
Ｊ
Ａ
Ｍ
の
政
治
方
針
に
あ
る

専
守
防
衛
、
非
核
三
原
則
、
シ

ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
も

と
づ
き
、
「
核
兵
器
を
使
わ
せ

な
い
」
運
動
に
取
り
組
む
。

③
小
規
模
介
護
事
業
者
が
淘
汰

さ
れ
て
、
地
方
の
介
護
が
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
る
訪
問
介
護
の
基
本

報
酬
の
引
き
下
げ
に
反
対
す
る
。

④
年
金
に
つ
い
て
は
公
費
負
担

の
拡
大
に
よ
り
基
礎
年
金
の
底

上
げ
を
は
か
る
こ
と
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
。

⑤
２
０
２
４
年
度
の
会
員
数
は

６
５
５
２
人
と
な
り
、
２
０
０

９
年
の
水
準
に
戻
っ
て
し
ま
っ

た
。
改
め
て
組
織
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

⑥
「
郡
山
り
ょ
う
」
の
応
援
活

動
に
向
け
、
器
材
を
既
に
展
開

し
て
い
る
。
地
方
シ
ニ
ア
の
定

期
総
会
を
機
に
取
組
み
の
ス
タ
ー

ト
を
お
願
い
し
た
い
。

次
に
Ｊ
Ａ
Ｍ
を
代
表
し
て
、

中
井
書
記
長
か
ら
は
、
①
２
０

２
４
春
闘
で
は
過
去
最
高
と
な

る
ペ
ア
８
０
３
０
円
を
獲
得
し

た
。
大
事
な
の
は
率
で
は
な
く
、

額
で
あ
り
水
準
で
あ
る
。
個
別

賃
金
の
取
組
み
を
よ
り
強
化
し

て
い
き
た
い
。
②
企
業
事
情
に

よ
り
他
産
別
に
移
行
す
る
組
合

が
多
く
見
ら
れ
た
が
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
・

ケ
ン
ウ
ッ
ド
労
組
は
Ｊ
Ａ
Ｍ
へ

の
一
本
化
を
決
め
た
。
Ｊ
Ａ
Ｍ

を
離
脱
し
た
大
手
労
組
へ
の
働

き
か
け
な
ど
も
含
め
組
織
拡
大

に
努
力
し
て
い
き
た
い
。
③
２

０
２
５
年
参
院
選
ま
で
１
年
を

切
っ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
の
集
票
力
は

年
々
低
下
し
て
い
る
が
、
「
郡

山
り
ょ
う
」
必
勝
に
向
け
、
現

役
と
し
て
精
一
杯
努
力
を
す
る

の
で
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
に
も
格

段
の
取
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

と
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

協
議
事
項
で
は
、
２
０
２
５

年
度
活
動
方
針
案
、
予
算
案
、

政
策
課
題
Ｗ
Ｇ
（
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
）
の
取
組
み
、
２
０

２
５
年
度
定
期
総
会
対
策
の
順

で
議
論
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

活
動
方
針
案
は
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
現

役
が
展
開
し
て
い
る
「
教
育
費

負
担
軽
減
・
奨
学
金
制
度
改
善

に
向
け
た
ア
ピ
ー
ル
」
へ
の
協
力

を
追
加
。
政
権
交
代
の
記
載
に
つ

い
て
の
修
正
な
ど
一
部
修
正
の
上
、

９
月
６
日
の
定
期
総
会
に
提
案
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

政
策
課
題
Ｗ
Ｇ
の
取
組
み
で
は
、

金
融
資
産
課
税
や
少
子
化
問
題
に

つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、

今
後
の
Ｗ
Ｇ
の
取
組
み
に
活
か
し

て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

７
月
17
日
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
が
加
盟
す
る
日
本
退
職
者
連

合
の
第
28
回
定
期
総
会
が
、
東
京
・

連
合
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

<

裏
面
へ
続
く>

第
３
回
幹
事
会
を
開
催

～
活
動
方
針
案
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
論
議
～

退職者連合

第
28
回
定
期
総
会
を
開
催

～
紛
争
を
終
結
し
平
和

な
世
界
を
、
安
心
で
き

る
暮
ら
し
を
若
者
へ
つ

な
ご
う
～
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<

表
面
よ
り
続
く>

冒
頭
人
見
会
長
よ
り
、
「
能

登
半
島
地
震
か
ら
の
一
日
も
早

い
復
旧
、
復
興
を
政
府
・
自
治

体
に
求
め
て
い
く
。
核
兵
器
の

使
用
は
絶
対
に
認
め
ら
れ
な
い
。

核
兵
器
禁
止
条
約
の
早
期
批
准

を
求
め
る
と
と
も
に
「
戦
争
Ｎ

Ｏ
」
の
声
を
あ
げ
て
い
く
。
政

権
交
代
に
向
け
衆
参
選
挙
で
連

合
推
薦
候
補
の
必
勝
を
め
ざ
す
。

健
康
保
険
証
の
一
方
的
廃
止
に

反
対
の
取
組
み
を
継
続
す
る
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

清
水
連
合
事
務
局
長
、
立
憲

民
主
党
辻
本
代
表
代
行
、
国
民

民
主
党
舟
山
参
議
院
議
員
会
長
、

社
会
民
主
党
福
島
党
首
ら
の
挨

拶
の
あ
と
、
議
事
に
入
り
２
０

２
４
年
度
運
動
方
針
、
予
算
、

政
策
制
度
要
求
、
第
２
期
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
議
案
が
提
案

さ
れ
、
審
議
の
あ
と
満
場
一
致

で
全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

代
議
員
か
ら
は
運
動
方
針
に

関
連
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

へ
の
取
組
み
推
進
、
米
兵
に
よ

る
少
女
暴
行
事
件
と
沖
縄
基
地

問
題
へ
の
取
組
み
、
夫
婦
別
姓

の
問
題
、
平
和
外
交
を
基
本
と

す
る
政
権
へ
の
交
代
、
訪
問
介

護
報
酬
の
切
り
下
げ
反
対
、
等

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
か
ら
は
大
山

会
長
、
大
野
事
務
局
長
が
役
員

と
し
て
、
田
中
副
会
長
、
平
木

事
務
局
次
長
、
河
野
幹
事
が
代

議
員
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

（
１
）
岸
田
内
閣
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証

と
し
て
使
う
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

を
強
引
に
普
及
す
る
た
め
、
現

行
の
健
康
保
険
証
を
２
０
２
４

年
12
月
２
日
以
降
は
新
規
発
行

を
し
な
い
と
閣
議
決
定
し
て
い

ま
す
。
新
規
発
行
は
停
止
さ
れ

ま
す
が
、
現
行
の
健
康
保
険
証

は
記
載
さ
れ
た
有
効
期
限
ま
で

は
使
用
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば

75
歳
以
上
の
現
行
の
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
は
、
有
効

期
間
が
24
年
８
月
１
日
か
ら
25

年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

ま
た
、
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

の
押
し
つ
け
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
が
強
制
で

は
な
く
任
意
で
あ
る
こ
と
、
認

知
症
患
者
な
ど
に
は
「
マ
イ
ナ

保
険
証
」
が
使
い
に
く
い
こ
と

な
ど
の
批
判
が
あ
り
、
24
年
12

月
２
日
以
降
、
「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
の
利
用
登
録
を
し
て
い
な

い
人
に
は
、
当
分
の
間
、
申
請

す
る
こ
と
な
く
「
資
格
確
認
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
「
資
格
確

認
書
」
は
現
行
の
健
康
保
険
証

と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

（
２
）
現
行
の
健
康
保
険
証
の

新
規
発
行
停
止
に
対
し
て
、
日

本
退
職
者
連
合
は
７
月
17
日
の

定
期
総
会
で
、
「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
に
対
す
る
国
民
の
不
安
が

払
拭
さ
れ
る
ま
で
は
、
現
行
の

健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る

自
治
体
議
会
に
お
け
る
意
見
書

採
択
請
願
運
動
を
展
開
し
取
り

組
み
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
決

定
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

は
本
人
の
選
択
に
基
づ
く
と
い

う
原
則
を
順
守
し
、
現
行
の
健

康
保
険
証
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
へ
の
置
き
換
え
に
反
対
し
、

改
正
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
見
直

し
を
求
め
て
い
ま
す
。

（
３
）
岸
田
内
閣
は
、
現
行
の

健
康
保
険
証
と
「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
の
診
療
報
酬
に
格
差
を
持

ち
込
み
、
医
療
機
関
や
薬
局
で

の
患
者
へ
の
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

利
用
の
呼
び
か
け
に
支
援
金
制

度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
も
の
の
、

２
０
２
４
年
７
月
の
「
マ
イ
ナ

保
険
証
」
の
利
用
率
は
11
・
13

％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
（
厚
労

省
公
表
）
。
６
月
の
９
・
90
％

か
ら
１
・
23
％
し
か
増
え
て
い

ま
せ
ん
。
現
行
の
健
康
保
険
証

利
用
は
88
・
87
％
で
す
。

健
康
保
険
証
は
常
に
持
ち
歩

き
た
い
も
の
で
す
。
他
方
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
は
税
と
社
会
保
障
、

災
害
に
向
け
て
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
る
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
そ
の

個
人
情
報
と
つ
な
が
る
カ
ー
ド

を
常
に
持
ち
歩
く
こ
と
に
不
安

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
「
マ
イ

ナ
保
険
証
」
が
使
い
に
く
い
状

態
に
な
る
不
安
を
考
え
れ
ば
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
医
療
保

険
制
度
を
守
る
た
め
に
取
り
組

み
ま
す
。

７
月
20
日
の
猛
暑
の
中
、
九

十
九
里
浜
の
網
元
「
か
ね
仙
」

で
地
引
網
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
東
京
千
葉
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
、
Ｊ
Ａ
Ｍ

千
葉
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
か
ら
会
員

な
ど
７
人
が
参
加
し
、
現
役
の

家
族
連
れ
参
加
者
約
２
０
０
人

と
交
流
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
も
と
も
と
ゼ
ン
キ
ン
連

合
千
葉
が
１
９
９
６
年
か
ら
同

会
場
で
開
催
し
て
以
来
毎
年
好

評
を
博
し
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
千
葉
結
成

以
降
も
ず
っ
と
伝
統
行
事
と
し

て
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
最
初
に
大
広
間
で

開
会
式
が
行
わ
れ
、
和
田
執
行

委
員
長
か
ら
日
頃
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
活

動
へ
の
お
礼
と
来
年
実
施
さ
れ

る
参
院
選
で
の
「
郡
山
り
ょ
う
」

に
対
す
る
支
援
の
お
願
い
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
海
岸
で
の
地
引
網
は
、

当
初
波
が
高
く
実
施
が
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
何
と
か
実
施
さ
れ
、

タ
イ
、
ア
ジ
、
イ
ワ
シ
、
コ
ハ

ダ
な
ど
沢
山
の
魚
が
入
り
、
網

が
近
く
に
よ
る
と
魚
が
飛
び
跳

ね
子
供
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
し

て
い
ま
し
た
。

地
引
網
の
後
は
子
ど
も
ス
イ

カ
割
大
会
を
海
岸
で
行
い
、
昼

食
懇
親
会
に
移
り
ま
し
た
。
揚

げ
た
て
の
天
ぷ
ら
や
生
き
の
良

い
刺
身
、
更
に
単
組
Ｏ
Ｂ
が
機

材
と
食
材
を
全
て
自
前
で
現
地

に
持
ち
込
み
作
っ
た
カ
レ
ー
な

ど
沢
山
の
美
味
し
い
料
理
を
堪

能
、
最
後
に
大
抽
選
会
を
行
い
、

大
変
暑
い
中
で
し
た
が
有
意
義

な
１
日
を
終
了
し
ま
し
た
。

現
行
の
健
康
保
険
証
廃

止
に
反
対
す
る

～
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は

あ
く
ま
で
任
意
～

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア

会
長

大
山
勝
也

千葉

地
引
網
を
開
催

事
務
局
長

田
中
久
弥


